
１．はじめに

森林生態系内における降水による養分の負荷について

は物質循環の研究の中で，林外雨，林内雨の測定が古く

から行われてきた（丸山ら１９６５，岩坪ら１９６８，西村１９７３）．

林内雨は内部循環の経路の一つとして重視され，Kなど
の溶脱されやすい物質は，リターフォールによる養分還

元量よりも多いとされている（岩坪１９６８，片桐１９７７）．樹

幹流による養分還元量は量的に少ないことからほとんど

測定されなかった．しかしながら，近年になって酸性雨

が問題になってからは樹幹流が注目されるようになって

きた．特にスギ，ヒノキなどの針葉樹では林外雨，林内

雨に比べて樹幹流の pHが低く（佐々１９９２，１９９３，佐々ら
１９９０），広葉樹林では逆に樹幹流の pHは林外雨，林内雨
に比べて高くなることが明らかにされている．スギ，ヒ

ノキ林では樹幹流によるH＋の負荷によって樹幹を中心に

土壌の酸性化を引き起こし，森林の衰退につながるとさ

れている（松浦１９９２，松浦ら１９９０，堀田１９９２）．酸性雨に

よる影響を考える場合にはスギやヒノキのように pHの低
い樹幹流による水素イオンの負荷を正確にとらえること

は重要である．

樹幹流の測定は個体間でバラツキがあり，量的に正確

な測定には多くの個体を対象にする必要があり，多大の

労力を要するため標準木を選んで測定されている場合が

ほとんどである．また，樹幹流は流量が多く，測定間隔

を短くしない限りオーバーフローによる欠測がよく生じ

る．この問題を解決するために貯留タンクの容量を１０００

Lにしている場合もみられる（澤田ら１９９９）．しかし，傾
斜の急な森林では最大でも５０L程度のタンクにするのが
現実的であり，測定間隔を短くする必要があるが調査地

が遠隔地にある場合には限度がある．また，降雨は不規

則なために測定間隔を短くしても，短時間の降雨で貯留

タンクの容量を超えることが頻繁に起こる．そこで，欠
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測値を正確に推定することが重要であり，林外雨量，林

内雨量との関係から欠測値の推定について検討を行った．

また，年間降水量に占める樹幹流量の割合を求めるに

は，調査地内の全立木の測定が最適であるが，労力的に

も非常に困難であり，標準木により推定せざるを得ない．

これまでに樹幹流と個体サイズとの関係についてはいく

つかの報告（片桐ら１９９７）があるが，未だに不十分とい

わざるを得ない．そこで，本研究ではプロット内の全木

について樹幹流量を測定し，面積あたりの樹幹流量を求

めるとともに，個体サイズと樹幹流量の関係から標準木

測定による樹幹流量の推定が可能であるか否かの検討を

行った．

２．調査地および調査方法

調査地は島根大学生物資源科学部附属三瓶演習林獅子

谷団地の５林班落葉広葉樹林および８林班スギ・ヒノキ

人工林である．調査地の位置を地域気象観測地点ととも

に図１に示す．両林分に斜距離で１０m×１０mのコドラー
トを設置し，胸高直径４．８cm以上のすべての個体につき
毎木調査を行い，樹種名，胸高直径，樹高を記録した．

調査地の林分概況は表１に示すとおりである．

図１ 調査地の位置図

表１ 調査地の林分概要

立木本数
（本／ha）

胸高直径
（cm）

樹高
（m）

胸高断面積
（m２／ha）

枝下高
（m）

プロット面積
（m２）

落葉広葉樹林 ２０３０ １４．１ １１．２ ４３．９ ５．５ ９８．６

スギ・ヒノキ林 １５８０ ２１．５ １６．４ ５７．８ ６．３ ８８．７

林外雨の測定は酸性雨モニタリング観測と同様の方法

を用い，各林分に隣接する裸地に測定装置を１個ずつ設

置した．林内雨はプラスチックロート（直径２１cm）を
１０Lポリタンクに接続した装置を各プロット１０個ずつラ

表２ 樹幹流測定木一覧

樹 種
胸高直径
（cm）

樹 高
（m）

枝下高
（m）

樹冠面積
（m２）

１３ アカシデ ２１．６ ２５．０ １４．８ ４８．４

１４ アセビ １５．５ ６．１ １．４ １１．０

１５ コナラ ２７．１ １９．５ ７．１ ７４．２

１７ ヤマザクラ ６．５ ７．０ ５．３ ３．６

１８ ハクウンボク ７．８ ７．８ ５．０ ７．３

１９ アカシデ １１．７ １１．０ １．９ １７．２

２８ アカシデ １１．２ ９．３ ２．３ １７．１

３１ ヤマザクラ ７．３ ７．０ ３．０ ７．９

３５ エゴノキ ５．９ ７．１ ３．４ ９．９

３７ クリ ２４．０ ２３．０ １２．２ ４３．０

１０１ クリ ３８．４ １７．８ ９．１ ６７．２

１０２ ミズキ １８．７ １７．０ ４．９ ３７．５

１０３ ミズキ １２．０ １２．０ ８．３ １７．２

１０４ コナラ １６．７ １９．５ １４．２ ２１．２

１０５ アカシデ ４．６ ６．７ ５．４ ９．８

１０６ アカシデ １９．５ １３．５ ５．４ ６６．７

１０７ アセビ ４．５ ２．３ １．３ １．７

１０８ アセビ ６．６ ２．５ １．２ ２．６

１０９ ハクウンボク ５．０ ５．１ ３．０ ７．６

１１０ アセビ １７．２ ５．３ １．３ １２．９

４０ ヒノキ ２３．５ １６．０ ７．３ ６．０

４１ スギ ２１．９ １６．２ ５．０ ６．６

４２ ヒノキ １８．４ １４．９ ６．２ ９．５

４３ ヒノキ １８．３ １４．５ ６．２ ２．７

４４ スギ ２０．６ １５．０ ６．１ ５．４

４５ ヒノキ ２２．９ １７．０ ６．４ ８．２

４６ ヒノキ ２３．１ １６．７ ７．０ ５．７

５２ スギ １９．２ １４．０ ６．１ ５．２

５３ スギ １９．９ １８．５ ５．７ ４．３

５４ スギ ２１．８ １７．８ ５．０ ６．２

５６ スギ ２７．０ １９．０ ７．１ １２．０

５８ スギ ２３．５ １８．５ ６．６ ７．９

５９ スギ １９．８ １５．０ ７．２ ６．２

６０ スギ ２０．７ １７．０ ６．９ ６．２

図２ 調査地の樹冠投影図

１２ 島根大学生物資源科学部研究報告 第１３号



ンダムに設置した．樹幹流はウレタンラバー巻き付け法

を用い，表２に示した１０＊１０mのプロット内の全個体
（落葉広葉樹林２０本，スギ・ヒノキ林１４本）について測

定を行った．貯留タンクは個体サイズに合わせて２０L
から１００Lとした．測定間隔は原則として２週間に１回と
し，貯留タンクにあらかじめつけた４方向の目盛りを読

みとり，平均値を貯留量とした．

３．結果および考察

１）林外雨量について

降水量は観測地点によってかなり異なり，特に山間部

では地形など要因によって左右される．三瓶演習林では

多根団地と調査地のある獅子谷団地の２地点で雨量計に

より降水量を観測しているので，それらを周辺の地域気

象観測データと比較するために，掛合（N３５°１１．４′，
E１３２°４９．１′，演習林から東１４km），赤名（N３５°００′，
E１３２°４２．９′，同 南１８km），佐 田（N３５°１２．８′，E１３２°
４３．４′，同北東１１km），大田（N３５°１１．４′，E１３２°３０．３′，
同北西１３km）の４地点の降水量の平均値との関係を１９９７
年４月から２０００年１２月までのデータについてみると，雨

量計による多根団地の降水量は周辺地域の降水量とほぼ

一致した．しかし，獅子谷団地の降水量は２００mmまで
は多根団地同様にほぼ一致するが，２００mm以上の場合に
かなり過小値を示し，獅子谷団地での貯留式雨量計内の

貯留バケツを越えた雨が外バケツから漏水していたと考

えられた．そこで，林外雨採水装置で測定した林外雨量

と周辺４地点の平均降水量の関係を図３に示すと，いず

れの場合も有意な相関が見られ，林外雨量は地域の降水

量と対応していた．以後の検討には林外雨量を用いるこ

とにした．

図３ 周辺地域気象観測４地点平均降水量と林外雨量との関係

２）林外雨量と林内雨量の関係

スギ・ヒノキ林および落葉広葉樹林における林内雨量

はそれぞれ１０点で測定した結果，林内での配置によるバ

ラツキは，変動係数でスギ・ヒノキ林９．０～３６．７（全期間

９．７）％，落葉広葉樹林１４．２～５１．１（１７．３）％と一部降水

量の少ない時を除き小さく，平均値で代表することが可

能であった．そこで，林内雨量の平均値を用いて林外雨

量との関係を図４に示した．スギ・ヒノキ林，落葉広葉

樹林ともに両者の間には高い相関が認められ，図中に示

したように直線回帰が可能であった．同様の関係はこれ

まで多くの研究（村井ら１９８８，水谷ら１９９１，王ら１９９１）で

報告されており，林内雨量は林分ごとに樹冠閉鎖度，樹

種によって決まる．２つの回帰直線を比較すると，落葉広

葉樹林の方が，林外雨量に対する林内雨量が多い傾向に

あった．また，測定期間中（両林分で期間は異なるが）

の総林外雨量に対する林内雨量の割合はスギ・ヒノキ林

で６７．９％，落葉広葉樹林で７９．１％と，落葉広葉樹林で林

内雨量の割合が高かった．落葉広葉樹林の測定期間は開

葉前および落葉後を含んでいるため林内雨量の割合が高

くなったと考えられる．１降雨ごとに測定を行っていない

ために初期遮断量を比べることはできないが，樹冠によ

る遮断，蒸発量はスギ・ヒノキ林の方が多いと考えられ

る．

図４ スギ・ヒノキ林および落葉広葉樹林における林外雨量と林内雨量の関係

３）林外雨量，林内雨量と樹幹流量の関係

樹幹流量は個体サイズ，樹種などによって左右される

ためにバラツキが大きくなる．貯留タンクの容量を個体

に応じて変える必要がある．一般には２０～５０L程度のも
のがよく用いられるが，１０００L以上のものを用いている場
合もある（澤田ら，１９９９）．しかし，傾斜地の林内では大

きな貯留タンクを設置することは困難であるから，本研

究では貯留タンクの容量を最大１００Lとして個体のサイズ

片桐：樹幹流量の推定方法の検討 １３
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に合わせてタンク容量を変えた．

林外雨量と樹幹流量の関係をスギ・ヒノキ林，落葉広

葉樹林についてそれぞれ４個体を選んで図５に示した．

両者の関係は村井ら（１９８８），水谷ら（１９９１）が示してい

るように，樹幹流量は林外雨量に左右され，個体ごとに

直線回帰が可能であった．表３に示したように落葉広葉

樹林の場合には１個体を除いて高い相関を示したが，ス

ギ・ヒノキ林については６個体で有意な相関を示さなかっ

た．また，個体サイズが大きくなるほど欠測も増える傾

向にあるが，図５の中に示したように，回帰直線の傾き

表３ 林外雨量と樹幹流量の関係の相関係数

No. 樹種 相関係数

落
葉
広
葉
樹
林

１３ アカシデ ０．７４１＊＊

１９ アカシデ ０．６２８＊

２８ アカシデ ０．６３９＊

１０５ アカシデ ０．６０１＊＊

１０６ アカシデ ０．７３０＊

１４ アセビ ０．９０１＊＊＊

１０７ アセビ ０．８９７＊＊＊

１０８ アセビ ０．８０３＊＊＊

１１０ アセビ ０．７２２＊＊

３５ エゴノキ ０．８０８＊＊

３７ クリ ０．６２４＊

１０１ クリ ０．４５７

１５ コナラ ０．６２１＊

１０４ コナラ ０．８５４＊＊＊

１８ ハクウンボク ０．５７４＊

１０９ ハクウンボク ０．９１３＊＊＊

１０２ ミズキ ０．６８６＊＊

１０３ ミズキ ０．５６０＊

１７ ヤマザクラ ０．８６６＊＊＊

３１ ヤマザクラ ０．８２２＊＊＊

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
林

４１ スギ ０．７３１＊＊

４４ スギ ０．７１４

５２ スギ ０．６４６＊

５３ スギ ０．８３０＊

５４ スギ ０．６７９

５６ スギ ０．７９４＊

５８ スギ ０．７４１＊

５９ スギ ０．７１４

６０ スギ ０．７６２＊

４０ ヒノキ ０．３２９

４２ ヒノキ ０．８６０＊＊＊

４３ ヒノキ ０．８９７＊＊＊

４５ ヒノキ ０．７６４＊＊

４６ ヒノキ ０．４９４

図５ 林外雨量と樹幹流量の関係

図６ 林外雨量－樹幹流量の回帰式の傾きと個体サイズの関係
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は調査木の直径に依存して大きくなる傾向が認められる．

そこで，図６に個体の直径，樹冠投影面積と回帰式の傾

きとの関係を示した．落葉広葉樹林の場合，直線の傾き

は直径，樹冠投影面積の増大に伴って大きくなる傾向が

認められた．しかし，スギ・ヒノキ林の場合は有意な関

係を示さなかった．

また，林内雨量と樹幹流量の関係も林外雨の場合と同

様に５％水準でほぼ有意な相関を示し，回帰式の傾きと

個体サイズの関係も直径，樹冠面積の増大にともなって

大きくなる傾向を示した．以上のように樹幹流量は林外

雨量，林内雨量と有意な相関を持ち，個体サイズにも左

右されることが落葉広葉樹で顕著であった．スギ・ヒノ

キについては調査地内での個体サイズの範囲が小さいた

めに落葉広葉樹のように顕著な関係が見られなかった．

この点は小径木や大径木を含めて測定することによって

解決できるであろう．

４）樹幹流量と個体サイズとの関係

樹幹流量は枝葉によって捕捉された降水が枝を，幹を

伝って流下してくるため，樹冠量に左右されると考えら

れる．この場合個体の枝葉量を用いると有意な相関が得

られると考えられるが，調査対象木の枝葉量を測定する

ことは観測継続中には不可能である．一般に個体の枝葉

量は直径，D２Hとの間に相対成長関係が成り立つので，
これらを変数として用いることが可能である．従って，

枝葉量の変わりに直径を用いることが可能であり，片桐

ら（１９７７）は樹種に関係なく直径，D２の増加に伴って樹
幹流量が増加すると報告している．また，Aboalら
（１９９９）は樹幹流量が常緑広葉樹で直径，胸高断面積と高

い相関を示すとしている．また，樹冠投影面積も正確な

樹冠投影図の作成が必要であるが，枝葉量を反映する１

つの要因と考えられており，樹幹流量を樹冠投影面積で

除して雨高換算している場合が多い（高瀬ら１９８０，１９８１，

村井ら１９８８）．そこで直径と樹冠投影面積との関係につい

て検討を行った．

本研究において樹幹流がオーバーフロー等により欠測

となったデータを林外雨量との関係から推定した後，個

体のサイズと樹幹流量の関係について検討を行った．図

図７ 測定木の個体サイズと樹幹流量の関係
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７に直径および樹冠投影面積と樹幹流量との関係をいくつ

かの調査日について示した．落葉広葉樹林では樹種の違

いに関係なく個体サイズの増大に伴って樹幹流量が増加

し，直線回帰をすることができた．これに対してスギ・

ヒノキ人工林ではごく一部の採水日でのみ有意な関係が

みられたが，大半は直線回帰をすることが出来なかった．

これは本研究のスギ・ヒノキ林では測定木の直径階の範

囲が狭かったこと，樹冠が被圧により偏っていたこと，

樹形が広葉樹と異なっていることなどが原因として考え

られる．石垣（１９９５）は針葉樹の場合葉面に水滴が保留

されるために幹への移行がスムーズでないために樹幹流

量にバラツキが大きくなると指摘している．また，中北

ら（１９８６）はスギ，ヒノキの場合は樹冠投影面積と樹幹

流量には関係がないとしており，広葉樹林に比べて推定

は難しいとも考えられる．

落葉広葉樹林の場合は，調査日ごとに求めた個体サイ

ズと樹幹流量の関係は，林外雨，林内雨の増加につれて

回帰直線の傾きが大きくなる傾向が認められ，その傾き

は林外雨量，林内雨量と有意な関係を示した．スギ・ヒ

ノキ林の場合には上述したように個体サイズと樹幹流量

の間には有意な相関は認められない場合が多かった．

以上のように樹幹流量は個体のサイズと降雨量の２つ

の要因によって左右されており，樹幹流量の推定には２

変数による重回帰をおこなう必要がある．そこで，個体

サイズとしてDBHおよび樹冠投影面積を，降雨量として
林外雨量および林内雨量を用いて，重回帰分析をおこなっ

た．但し，樹幹流量が欠測となった場合のデータは解析

から除外した．その結果，（１）～（８）式に示すように落葉

広葉樹林ではいずれの場合も１％水準で有意な関係が得

られ，樹幹流量を個体サイズと降水量から推定すること

ができる．スギ林では樹冠投影面積を変数とした場合に

１％水準で有意な関係を示さなかったが，胸高直径を用い

ることで落葉広葉樹林と同様に推定することは可能であ

る．

落葉広葉樹林（林外雨）

SF＝－１１．９０３６＋０．０８９１＊OP＋１．２０３６＊DBH……（１）

r２＝０．４０８ P＜０．０００１

SF＝－６．３８５７＋０．０８７４＊OP＋０．４８３９＊CPA ……（２）

r２＝０．４４３ P＜０．０００１

落葉広葉樹林（林内雨）

SF＝－１２．８９７１＋０．１２３６＊TF＋１．２１３８＊DBH……（３）

r２＝０．４２５ P＜０．０００１

SF＝－７．３７１４＋０．１２１９＊TF＋０．４８８２＊CPA………（４）

r２＝０．４６１ P＜０．０００１

スギ・ヒノキ林（林外雨）

SF＝－１５．７６８＋０．０４５４＊OP＋１．１５２３＊DBH……（５）
r２＝０．１０１ P＝０．０００９

SF＝６．５１１７＋０．０４００＊OP＋０．４２２４＊CPA ………（６）
r２＝０．０５４ P＝０．０２７１

スギ・ヒノキ林（林内雨）

SF＝－１５．５８６６＋０．０６３２＊TF＋１．１５９６＊DBH …（７）

r２＝０．０９８ P＝０．００１２
SF＝６．８４２３＋０．０５４８＊TF＋０．４２４１＊CPA ………（８）

r２＝０．０５０ P＜０．０３４１
SF：樹幹流量（L） OP：林外雨量（mm） TF：林内
雨量（mm） DBH：胸高直径（cm） CPA：樹冠投影
面積（m２）
また，樹幹流量に欠測が生じた場合のデータを前述の

ように林外雨量との関係から推定した結果を用いて，重

回帰分析を行った場合はいずれの場合にも１％水準で有

意な関係が得られ，個体サイズと降水量から樹幹流を推

定することが可能であった．

５）樹幹流量の推定

本研究ではプロット内の全個体の樹幹流量を測定した

ので，測定期間中の樹幹流量の合計値を求め，樹幹流量

をプロット面積で除することにより雨高換算を行った．

但し，プロット内に樹幹がある場合は樹冠がプロット外

へはみ出している場合も，その樹幹流はプロット内に入

るものとした．落葉広葉樹林の樹幹流量は５８．９mm，ス
ギ・ヒノキ林の樹幹流量は５１．５mmで，それぞれ期間中
の降水量（林外雨量）の３．０％，３．４％を占めていた．

前節で樹幹流量は林外雨，林内雨と有意な関係を示す

とともに個体サイズに影響を受けることを明らかにした．

また，調査地内の全個体の測定データを用いて，個体サ

イズと林外雨量または林内雨量を変数とする重回帰式で

樹幹流量を推定することが可能であることを示した．し

かし，林分内の全個体の樹幹流量を測定することは労力

的にも大変であり，可能な限り少ない個体数で推定でき

ることが理想的である．そこで，本研究で測定した個体

の一部を標準木として選び，重回帰式を求めて樹幹流量

を推定し，全木測定による推定および全木実測値と比較

検討した．

標準木を選ぶにあたっては樹種および直径分布を考慮

し，落葉広葉樹林についてはNo．１３，１５，１７，３５，１０２，
１０４，１０７の７本を，スギ・ヒノキ林についてはNo．４１，
４２，４３，４５，５６，５８の６本とした．重回帰分析の結果以

下の式が得られた．
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落葉広葉樹林（林外雨）

SF＝－１６．２８６４＋０．１４６７＊OP＋１．４４８２＊DBH …（９）

r２＝０．４４２ p＜０．０００１
SF＝－１９．２３０９＋０．１４６８＊OP＋０．４８３１＊CPA …（１０）

r２＝０．４２７ p＜０．０００１
落葉広葉樹林（林内雨）

SF＝－１７．４７１８＋０．１９９６＊TF＋１．４４９４＊DBH…（１１）
r２＝０．４７０ p＜０．０００１

SF＝－１０．６０１５＋０．２０１６＊TF＋０．４８５９＊CPA …（１２）
r２＝０．４５８ p＜０．０００１

スギ・ヒノキ林（林外雨）

SF＝－３４．４１３２＋０．０５７７＊OP＋１．８８３８＊DBH…（１３）
r２＝０．２６１ p＜０．０００１

SF＝－２．９２４０＋０．０５０６＊OP＋１．２８９８＊CPA …（１４）

r２＝０．１５６ p＝０．００３４
スギ・ヒノキ林（林内雨）

SF＝－３４．８００３＋０．０８４１＊TF＋１．９０９０＊DBH…（１５）
r２＝０．２６７ p＜０．０００１

SF＝－２．８０８６＋０．０７２９＊TF＋１．２９９６＊CPA……（１６）
r２＝０．１５９ p＝０．００３０

SF：樹幹流量（L） OP：林外雨量（mm） TF：林内雨
量（mm） DBH：胸高直径（cm） CPA：樹冠投影面
積（m２）
これらの（９）～（１６）式および前述した（１）～（８）式を

用いて，林外雨量，林内雨量および個体サイズからプロッ

ト全体の樹幹流量を推定し，表４に実測値とともに示し

た．

表４ 樹幹流量の推定方法による比較（単位 mm）

推定方法 落葉広葉樹林 スギ・ヒノキ林

林外雨（OP）実測 １９８６．４ １５２１．５

林内雨（TF）実測 １５７２．２ １０３２．９

全木実測 ５８．９ ５１．５

全木推定（重回帰，OP，DBH） ５５．４ ３０．７

全木推定（重回帰，OP，CPA） ５５．７ ３０．０

全木推定（重回帰，TF，DBH） ４７．９ ２７．２

全木推定（重回帰，TF，CPA） ４８．４ ２６．９

標準木推定（重回帰，OP，DBH） ７５．０ ２７．２

標準木推定（重回帰，OP，CPA） ６８．７ ２４．１

標準木推定（重回帰，TF，DBH） ６２．７ ２２．７

標準木推定（重回帰，TF，CPA） ５６．３ ２０．２

測定期間 ３／１８～１２／２７ ５／３１～１２／２７

標準木個体番号
１３，１４，１５，１７，１８，
１０２，１０７

４３，４５，５２，５４，５６

落葉広葉樹林と，スギ・ヒノキ人工林とでは測定期間

が異なるので両林分の樹幹流量の年間量は比較できない

が，推定方法の違いによる比較が可能となる．落葉広葉

樹林では，全木実測法で５８．９mmであったのに対して，
推定値は一方の変数に林外雨を用いた全木推定では５５．４

～５５．７mmと他方の変数に胸高直径，樹幹投影面積のい
ずれを用いても大きな違いはなく，実測値ともほぼ同じ

であった．一方の変数に林内雨量を用いた場合も他方の

変数に胸高直径，樹幹投影面積のいずれを用いても４７．９

～４８．４mmと大きな違いはないが，実測値と比べると２０％
程度少なくなった．標準木推定では林外雨量を変数に用

いた場合６８．７～７５．０mmと実測値より多くなったが，林
内雨量を用いた場合は５６．３～６２．７mmと実測値とほぼ同
じになった．一方，スギ・ヒノキ林では，全木測定法で

５１．５mmであったのに対して，全木推定では２６．９～３０．７
mmと林外雨，林内雨，DBH，樹幹投影面積のいずれの
組み合わせでも実測値より過小評価となった．また，標

準木推定でも２０．２～２７．２mmと全木測定の約５割以下と
大きな過小評価となった．

落葉広葉樹林の場合，樹幹流量は個体サイズと間に密

接な関係が見られることが，推定の精度を高くしたと考

えられる．しかし，樹冠投影面積を変数に用いた場合樹

幹流量がやや過小評価になったことから，個体サイズと

して樹冠投影面積を用いる場合はその面積の測定精度を

高めることが重要である．一方，スギ・ヒノキ人工林で

は個体サイズが比較的揃っており，直径の範囲が小さい

ことや林分の密度管理により樹冠の形状に偏りが生じる

などが原因で樹幹流量と個体サイズに密接な関係が見ら

れなかったため，２変数を用いた樹幹流量の推定は十分な

結果とならなかった．この点については大径木の樹幹流

量のオーバーフローによる欠測の問題とともにさらなる

検討の必要がある．
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地における林内雨量，樹幹流下雨量の測定．愛媛大

演報１７:１２７－１３１

高瀬恵次，江崎次夫（１９８１）岩屋小屋森林理水試験地に

おける林外雨量と林内雨量，樹幹流下雨量の関係に

ついて．愛媛大演報１８:１８５－１８９
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